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2021.10.13 りそなアジア・オセアニア財団第 40回セミナー （於：ウェスティンホテル大阪） 

第１部講演録 

 

「インドネシアのビジネスチャンスとリスク 

～ビジネス展開についての現状と展望～」 
 
 

株式会社日本触媒 
代表取締役社長  五嶋 祐治朗 

 株式会社日本触媒の五嶋でございます。まず初めに、コロ

ナ禍におきましても、このようなご講演の機会を提供いただき

ましたりそなアジア・オセアニア財団の小坂理事長様はじめ、

関係の皆様に御礼申し上げます。また、昨年来のコロナ禍、

やや治まりの傾向とはいえ、今もなおコロナウイルスとの戦い

へ従事されておられる医療関係をはじめとした各方面の方々

へ、この場をお借りして厚く感謝申し上げたいと思います。 

 本日は、「インドネシアのビジネスチャンスとリスク」について、

現地へ進出している化学品メーカーという立場から、インドネ

シアにおけるこれまでの事業展開の歴史を振り返り、今後の

展開をどのように図っていこうとしているか、日本触媒グルー

プの考えをお話ししたいと思います。 

 

 当社グループの企業理念は「Techno Amenity」です。１９９０

年頃から本企業理念を基に活動を継続しています。「Techno 

Amenity」とは造語ですが、テクノロジーをもって人と社会に豊

かさと快適さを提供する、当社グループが社会に対して果た

す役割を表しています。真の「豊かさ」「快適さ」には、我々が

暮らす地球環境との調和や、多様性・公平性・安心安全な社

会のような社会的、精神的なものも含んでおります。つまり、

「Techno Amenity」を企業理念に掲げることは、持続可能な社

会の実現に貢献し続けるという、当社グループの強い決意で

もございます。 

 

 人口増加、高齢化、ニーズの多様化などの現代社会を取り

巻く変化の中で、健康寿命の実現、気候変動問題への対応、

技術発展を支える新素材の開発といった種々の課題を、当社

グループはこの「Techno Amenity」を通じて解決を図っており

ます。２０３０年には、人と社会から必要とされる素材・ソリュー

ションを提供でき、社会の変化を見極め進化し続ける化学会

社となり、様々なステークホルダーと共に成長できる会社にな

ることを、長期ビジョンとして掲げております。 

 

 当社グループの概要を説明します。創業は１９４１年で、今

年で８０周年を迎えます。売上収益は、原料ナフサの影響で
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振れますが、およそ 3000 億円前後。従業員数は約４５００人。

国内と欧米・アジアの各国に拠点を持ち、グローバルにビジネ

ス展開しております。 

 

 当社の沿革および技術革新の歴史ですが、アクリル酸、そ

の誘導品であるアクリル酸エステル並びに高吸水性樹脂が主

力事業であり、自社技術により事業化してきました。現在では、

光学フィルム用樹脂といった情報ネットワーク分野やリチウムイ

オン電池用材料といったエネルギー分野、中分子原薬といっ

たライフサイエンス分野などへ事業領域を拡げています。また、

コア事業のアクリル酸及び高吸水性樹脂を中心に、海外展開

を進めてきました。 

 

 現在では、欧米・アジアの各地 13か所に主要海外拠点がご

ざいます。 

 

 当社の事業別売上収益の比率を示しています。アクリル酸

及びエステルを含む基礎化学品が４０％、高吸水性樹脂を含

む機能性化学品が６０％弱、リチウムイオン電池材料を含む環

境・触媒が数％といった割合です。 

 

 当社の強みは技術開発力にあります。独自の触媒技術によ

り、プロピレンの直接酸化でアクリル酸を工業化しました。この

製造技術と触媒は、世界の大手アクリル酸メーカーで採用さ

れています。そして、アクリル酸を原料とする高吸水性樹脂「ア

クアリック CA®」の大規模生産に世界で先駆けて成功し、世界

をリードしてきました。「アクアリック CA®」は、自重の数百倍の

水を吸収し保水する樹脂で主に紙おむつに使われています。

高齢化社会の到来により、更なる需要拡大を見込んでいます。 

 

 また、ポリマー設計技術を駆使し、液晶ディスプレイの高性

能化に役に立つ光学フィルム用樹脂「アクリビュア®」を企業化

することで、スマートフォン・タブレット端末の普及に貢献してき

ました。気候変動対策のサステナビリティ推進の流れが加速

する中で、EV（電気自動車）のキーパーツとなるリチウムイオン

電池の性能を高める高純度の電解質 LiFSI（リチウムエフエス

アイ：商品名「イオネル®」）を開発し、EVへ採用されました。今

後の需要拡大により、脱炭素社会実現への貢献拡大が期待

されています。 

 それでは、当社製品が事業分野別に具体的にそのように役

に立っているかについて、ご紹介させていただきます。 
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 まず皆様の生活に一番身近な生活消費財や建材分野です。

先ほどご紹介しました紙おむつに使われる高吸水性樹脂のほ

か、塗料・粘着剤・接着剤の原料としてアクリル酸エステルが

使われています。また当社ポリマーは、橋や高層ビルなどコン

クリート強度化の材料として、皆様の日常生活を支えています。 

 

 社名の一部にもなっている「触媒」技術を活かし、環境分野

へも貢献しています。「触媒」とは特定の化学反応を促進させ、

自身は反応の前後で変化しないものを言います。この技術を

活用し、自動車の排ガス浄化触媒、ごみ処理場、火力発電所

の排ガス浄化に役立つ脱硝、ダイオキシン類分解触媒など、

皆様の快適な生活へ寄与してきました。今では、この技術をサ

ステナブルな原料に繋がる研究開発へも活かしています。 

 

 情報ネットワーク分野では、お客様のニーズに合わせたソリ

ューションを提供しています。イメージングの領域では、３D プ

リンター用素材や、光学フィルム用アクリル樹脂やフィルム密

着向上剤などディスプレイ向け素材を提供し、半導体の領域

へは、高集積・微細化・省エネ可能な素材を提供しています。 

 

 エネルギー・資源分野では、自動車内装部材の耐熱性を向

上させる樹脂改質剤（マレイミド類）、リチウムイオン電池の性

能向上を図る LiFSI「イオネル®」、冷却水の汚れを防止する水

処理剤「アクアリック L®」などがございます。 

 

 新たな分野として、ライフサイエンスに注力しています。健康

医療領域では、吹田市に建設した中分子薬受託製造設備よ

り今年 3月中分子 GMP製造品の初出荷を行い、中分子原薬

の受託製造事業を開始しました。化粧品領域では、独自の素

材や技術を用いて次世代化粧品素材を開発しています。 

 

 コア事業のアクリル酸と高吸水性樹脂について説明します。

高吸水施樹脂は、自重の数百倍もの水を吸い取ることができ

ます。左側の写真が吸水前後の状態を示しています。主な用

途は紙おむつで、当初は赤ちゃん用だったものが、高齢化の
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進展により大人用の利用が拡大し、需要は着実に伸びていま

す。高吸水性樹脂において、当社は世界トップ 71 万 T/Y の

供給能力を有しており、世界需要の 25%に相当します。また、

高吸水性樹脂の原料であるアクリル酸は、現在建設中の設備

を含めると世界で 3番目の供給能力 98万 T/Y となります。 

 

 アクリル酸と高吸水性樹脂の世界各国での展開状況を示し

ています。アクリル酸、高吸水性樹脂共に、供給能力の半分

強が姫路製造所で、本日フォーカスしているインドネシアの子

会社が 2番目の規模であり、ベルギー、アメリカと続きます。 

 

 

 それでは、本日のテーマであるインドネシアについて、お話

いたします。インドネシアの国章であり、ガルーダインドネシア

航空の社名にもなっている「ガルーダ」がインド神話に登場す

る神鳥なのをご存じでしょうか？ 「ガルーダ」は、ヒンドゥー教

最高神の一人ヴィシュヌ神の乗り物であり、知識・力・勇気など

の美徳を表します。6世紀以前にインドネシアにヒンドゥー教が

伝来して以来、インドネシアのシンボル＆イデオロギーの象徴

として崇拝されているのです。そして、ガルーダが掴む

「BHINNNEKA TUNGGAL IKA ビィネカトゥンガルイカ」という

国是は、直で「バラバラであるが、それでもなお一つ」、意訳で

は「多様性の中の統一」という意味です。約 300 もの民族を抱

える多様性満ちた国家であるインドネシアが一つであるために、

掲げられたスローガンなのです。 

 

 先ほどお話した、ヒンドゥー教が 6世紀以前に伝来し、7世紀

に仏教、14 世紀にイスラム教、16 世紀の大航海時代にキリス

ト教、といった順序で伝わってきました。現在のインドネシアの

いわゆる宗教人口の構成はイスラム教が８７％、キリスト教が１

０％、仏教/ヒンドゥー教が３％弱という構成です。世界一イスラ

ム教徒が多い国ですが、憲法で信仰の自由が保障されており、

ここでも多様性が認められております。 

 

 各宗教のインドネシアで有名な施設です。左上は、ヒンドゥ

ー教色が強いバリ島にある、ヒンドゥー寺院のタナロット寺院で

す。左下が、ジャカルタにある東南アジア最大のモスクである、

イスティクラル・モスクです。右下は、世界遺産である中部ジャ

ワの仏教遺跡であるボルブドゥール遺跡です。 

 

 左は当社現法の近隣チレゴン市内のイスラム教モスク、右が

ジャカルタのカトリック大聖堂教会です。インドネシアは、イスラ

ム教が最大勢力である中で他の宗教・信仰にも寛容であり包
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容力のある社会です。この事から、我々の様な外国資本にと

っても溶け込み易い、仕事し易い社会であると考えます。 

 

 インドネシアの人口は、日本の約 2 倍の 2 億 7 千万人。約

300もの多民族国家です。平均年齢が 32才と日本よりも 15才

も若く、生産年齢人口も多い国です。経済面では、一人当たり

GDPが 4,000US ドル弱と日本の 1/10ではありますが、ここ 10

年間の年間平均経済成長率は 4.6%と日本の 0.3%に比べて段

違いに高く、成長期の中にあり人口構成的にもまだ成長期が

続くとみられています。相互扶助の精神が息づいており、労働

者は長期雇用を好む傾向です。また、親日度合いを調査する

色々なレポートでも、必ずベストテン以内に入る親日国です。 

 

 日本と同じ島国の海洋国家ですが、面積は日本の約 5 倍と

大きく、東西幅はアメリカとほぼ同じ広さです。ちなみに、マグ

ロの漁獲量は、世界で断トツの一番です。（参考：日本は 2019

年 20万 T弱で 2番目） 

 

 インドネシアでの当社拠点は、ジャカルタ中心部から高速道

路を使って 1時間半、約 100ｋｍのチレゴン市内から、さらに約

２０ｋｍ郊外のアニール地区に立地します。アニールには、化

学工場が集積しており、大塚化学さんの現法 Lautan Otsuka 

Chemical(ラウタンオーツカ）やＡＧＣさんの現法 Asahimas 

Chemical（アサヒマスケミカル）があります。豊かな自然が魅力

ですが、道路インフラが脆弱で、雨季になると道路があちこち

で水没し、生活や製品出荷に影響が出ることもあります。 

 

 当社の現地法人の社名は、PT.Nippon Shokubai Indonesia

（略称 NSI）で、1996 年設立し今年 25 周年を迎えます。売上

収益が、2020 年度 2 億 24 百万 US ドル、日本円で 250 億円

弱です。従業員は 464 名で、ナショナルスタッフが 435 名、日

本人出向者が 29 名です。現在、アクリル酸 3 基目の建設工

事中で出向者が多くなっていますが、通常は 15名程です。生

産設備は、アクリル酸 14 万 T/Y、アクリル酸エステルが 10 万

T/Y、高吸水性樹脂 9万 T/Yで、単純合計 33万 T/Y となり、

姫路に次ぐアクリルチェーンの主要工場にまで育ちました。 

 

 この NSI は、設立当時の名前が「Nisshoku Tripolyta 

Acrylindo」といい、当社 50%、現地パートナーのトリポリタさん

が 45％、トーメンさん（現在の豊田通商）が 5%のジョイントベン

チャーとしてスタートしました。ちょうどアジア通貨危機が発生。

インドネシアではその影響を受けスハルト政権が崩壊し、総選

挙が行われ民主化が進んだ時期と重なり、嵐の船出となりまし
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た。詳しくは後ほどお話したいと思います。その後、現社名へ

の社名変更が行われ、アクリル酸の 2 基目と高吸水性樹脂の

プラントを立ち上げ、現在アクリル酸 3 基目を建設中です。 

 

 NSI の業績推移です。棒グラフが売上高、折れ線が営業利

益率の推移を示しています。アクリル酸及び同エステルが市

況の影響を受けやすいバルキー製品であるため、業績は凸

凹しておりますが、それなりに業績は順調に伸びております。

最高売上高は 2014 年で約 400 億円、利益率は一番良い時

で 2割を少し超えるところです。 

 

 NSIからの出荷量とインドネシアの一人当たり GDPの推移で

す。面グラフの青色部分がアクリル酸と同エステルの数量推移、

オレンジ部分が高吸水性樹脂を表しています。折れ線グラフ

が一人当たり GDPです。紙おむつは、その指標が３０００US ド

ルを超えると普及が本格化するという経験則があり、ちょうど３

０００US ドルになった時に NSI においての投資を決定しました。 

 

 アクリル酸と同エステルの販売数量と国内販売比率の推移

です。棒グラフが数量、折れ線が比率を表しております。販売

数量は横ばいではありますが、塗料・粘接着剤といった用途

に使われるアクリル酸エステルはインドネシア経済の成長に伴

い国内販売比率がしだいに上昇していることが見て取れます。 

 

 高吸水性樹脂の販売数量と国内販売比率の推移で、棒グラ

フが数量、折れ線が比率を表しています。2013 年 10 月生産

開始当初からほぼフル⽣産となり、インドネシアでの紙おむつ

の需要拡大につれ、国内販売比率が急速に上昇しました。 

 

 ここからはインドネシアへの進出を決めた背景を含め、当時

を振り返ってみたいと思います。東南アジアへの進出を検討

はじめた背景は、日本においてバブルが弾け不況が長引く中、

経済成長が著しい東南アジアの需要拡大を取り込むべく、当

社はコア事業の進出を検討開始し、シンガポール、タイ、イン

ドネシアといった主要国での立地を検討しました。その中で、

市場規模、産業インフラ、現地パートナーといったポイントをク

リアすることに加え、当社が主導権を取れるかどうかという点が

決め手となりインドネシアを選びました。このプロジェクトは、投

資額 1億 2千万 US ドル（150億円弱）と当時の当社の規模で

は、社運をかけたものでした。(1996 年度当社連結売上高

1585 億円、経常 101億円、総資産 2065 億円) 

この写真は、JVA締結時に JVパートナーのトリポリタ、トーメン

と写したものです。トリポリタという会社は、現地のポリプロピレ
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ンという汎用樹脂メーカーです。原料がプロピレンと共通して

いることによりその原料タンクや港湾設備などを共同利用でき

たこと、また新会社へ同社の社員が多数移籍して活躍された

ことにより、立ち上げ時の会社運営がスムーズにいき、非常に

助かりました。現在はプロピレンメーカーであるチャンドラアスリ

と統合し、引き続き原料タンクや港湾設備などの役務提供を

行ってくれており、今も NSI にとり欠かせない存在です。また、

当社はインドネシアへ進出以前よりインドケミカルという現地デ

ィストリビュータを通じて販売を行っており、市場参入が容易で

あった点も大きな助けとなりました。 

 

 インドネシア市場が有望であるということを、人口推移の面か

ら示したものです。世界人口は、面グラフの薄い青色部分でし

て、2050 年には 100 億人に近づきます。その半分ぐらいがア

ジアで、黄色部分です。日本はご存じの通り現時点で人口減

少する状態になっており、タイも 2050 年には減少期に入る予

測です。一方、インドネシアは、まだまだ増加していきます。 

 

 各国の人口ピラミッド比較からもインドネシアの有望性を見る

ことができます。日本、シンガポール、タイは若年層が先細り

であり、今後労働人口の減少・不足やそれに伴い購買層・購

買力の減少も予想されます。一方、インドネシアは若年層の増

加が続いており、労働人口の増加、購買層の増加・購買力の

上昇に繋がることが予測できます。人口構成の切り口からも、

インドネシアの潜在的な成長力を理解いただけたと思います。 

 

 会社ができ、工場建設に入りますと、想定外の事象が色々と

発生しました。まずは、最初タイを皮切りに発生したアジア通

貨危機です。インドネシアも巻き込まれた結果、ジャカルタ暴

動が起こり結果的に 30年以上続いたスハルト政権が崩壊しま

した。ジャカルタ暴動の際には、治安悪化のため建設を一時

中断し、日本人出向者が一時緊急帰国する事態となりました。

第 2 の想定外は、各種感染症の罹患者が日本人出向者に多

発したことです。ピーク時には出向者の半数以上が病気で倒

れていたこともありました。衛生状態の良好な日本で育ち日本

人の病原体への抵抗力が下がっていたこと、当時のインドネ

シア衛生状態が悪かったことの両面があったと思います。 

 

 苦労の末プラントが完工し、1998年 11月から商業運転開始

となったのですが、通貨危機の影響から不況が長引き、操業

開始から 4 期連続の赤字となり、苦労は続きました。この左の

グラフは、インドネシアのルピアと US ドルの為替レートと消費

者物価指数の推移です。通貨危機によりルピアの価値が 1/4

となり、輸入品の物価が 4倍となりました。その結果、国内品の

物価や賃金も急上昇し、不況が長引く結果となったのです。

通貨危機前の 1997年と現在の物価を比較しますと、ルピア建

てではオペレータ給与は 11倍、ゴルフ代は 12倍、ナシゴレン

というインドネシアの焼き飯は 8 倍になっています。そのような

不況の中、我々は増資による借入金返済、ジャカルタ本社の

工場への集約などを行い、業績改善努力に力を注ぎました。
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一方で、トリポリタが通貨危機の影響によりデフォルトに陥り、

NSI 株式を手放しパートナーから離脱しました。その際に、社

名を Nippon Shokubai Indonesiaへ変更しました。 

 

 アジア通貨危機による不況から東南アジア経済が回復基調

となり、基礎材料であるアクリル酸及び同エステルの需給バラ

ンスもタイト化してマージンが改善しました。そこに前述の収益

改善策の成果も加わった結果、赤字を脱し２期連続の大幅黒

字を達成したのです。しかし、黒字化を果たしてようやく経営

が軌道に乗ったのも束の間、リーマンショックが発生し世界的

な大不況となり収益が再度悪化いたしました。やはり、市況の

影響を受けやすいアクリル酸及び同エステルだけでは収益安

定化は難しく、高吸水性樹脂事業のフィジビリティスタディを本

格化させました。収益安定化問題に頭を悩ます一方で、不安

定な電力や中東での石油化学プラントの増設ラッシュにより従

業員の引き抜きが多発するというスムーズな会社運営に立ち

はだかる新たな問題も発生してきました。不安定な電力問題

には、コージェネレーション設備の導入を行いプラント操業の

安定化を図りました。従業員の引き抜き問題は、中東勢が 10

倍以上の給与のため完全に防げたわけではありませんが、

様々な対策を講じました。一つは、教育の充実です。幹部候

補生を日本へ研修に行かせたこと、あるいは海外の当社他拠

点での活用などを実施していきました。 

 

 もう一つは、福利厚生の充実です。家族も参加可能なイスラ

ム断食明けのパーティーや社員旅行を開催するとか、従業員

が住宅など購入するためのローンなども行いました。また、特

に人気があるのが優良社員へのメッカ巡礼権利を付与しその

費用を会社が負担する制度です。これらの写真は、ご紹介し

たプログラムの記念写真となります。 

 

 操業開始してちょうど 15 年、収益面や会社運営面での苦労

を経て、2013 年 10 月に高吸水性樹脂とその原料となるアクリ

ル酸２基目のプラントの商業運転を開始し、やっと NSI の拡大

を図ることができました。投資額は、３億 2千万USドル（約 320

億円）と最初のアクリル酸及び同エステルの投資額の 2 倍強

になります。一方、顧客となる日系オムツメーカーが、時を同じ

くして増設や新たな進出を本格化させていました。この NSI の

事業拡大には、インドネシア・日本両国の政府関係者の方々

にも喜んでいただけ、当時の工業大臣や在インドネシア日本

大使にも完工式へご臨席いただけました。 

 

 高吸水性樹脂プラントの操業開始とともに、取り扱う物量も飛

躍的に増加し、脆弱な産業インフラへの対処が必要となって

まいりました。ロジスティクス面では、物量の増加への対応と

CO2 削減のため、トラックから貨物列車へのモーダルシフトを

開始、ユーティリティ面では、電力の受電を安定化させるため

新規受電設備の建設を行いました。また、購買量の増加した

原料を安定調達するために、近隣の原料メーカーからパイプ

ラインによる購入を開始しております。さらに、東南アジアの好
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調な経済成長に伴う旺盛なアクリル酸需要に応えていくため、

2018年 10月にアクリル酸 3基目の増設に着手し現在建設中

でございます。 

 

 インドネシアへの進出をふりかえりますと、成功へと繋がった

大きな三つの要素があったように思います。一つは、様々な苦

労を乗り越え東南アジア経済と共に成長できたということ。そ

のポイントは地域経済の成長に合わせたタイムリーな意思決

定にあったと思います。二つ目は、インドネシアという国が外

資にとって仕事がし易いという点です。多様性、流行り言葉で

はダイバーシティを前提した国民性がございます。さらに、民

主化の進展により外資参入のﾊｰﾄﾞﾙが低くなった点挙げられ

ます。三つ目は、成長を助けるパートナーの存在です。投資

調整庁や工業省、財務省など関係省庁の方々には、会社設

立時だけでなく、その後も多大なご助力を頂戴し非常に助か

っております。また、現地ビジネスパートナーの存在が大きい

と思います。設立時にはトリポリタ、現在はチャンドラアスリとな

っておりますが、ユーティリティや原料タンクの繋がりだけでな

く、原料面でも関係強化が進んでおり、コンビナートとして会

社運営面での共同体になってきていると感じています。 

 

 続きまして、NSI のこれからの話をします。NSI が直面する足

元の課題として三つ挙げております。一つは、コロナ問題です。

インドネシアでも罹患者が急増し、医療状況逼迫が日本でも

ニュースになったことはご記憶に新しいと思います。NSIでも罹

患者が増加し、操業が綱渡りの状態でした。アクリル酸 3 基目

建設においては、協力会社の SV（スーパーバイザー）が立合

い出来ない状態となり、完工予定が 1年ほど遅延するといった

事態になっています。二つ目は、行政面、法制面の整備です。

税務や輸出入の現場では、「どうしてこんなことになるの？」と

いうような不透明な事象がしばしば発生しております。移転価

格税制では数億円の請求が突如なされたり、輸入通関時に

理由不明な留め置きがなされたり、といった具合です。三つ目

は、ロジステックス面での整備が挙げられます。輸出入はタン

ジュンプリオク港に集中し、常時大混雑で、写真の通りの状態

です。ジャカルタは交通渋滞が慢性化しており、道路・鉄道と

いった交通インフラも課題です。いずれも、民間の力では改善

困難な課題であり、インドネシア政府も、課題として認識し力を

注いでおられますので、今後の対応に期待しております。 

 

 当社グループの長期ビジョン「TechnoAmenity for the future」

における NSI の位置づけと今後の課題について触れます。

NSI は 2050 年のカーボンニュートラル達成へ貢献していける

と考えています。インドネシアには豊富なバイオ資源があり、そ

の活用が十分考えられ、バイオ原料の調達も検討してまいりま

す。また、日本でスタートしております高吸水性樹脂を含む紙

おむつのリサイクルの推進も、当然インドネシアにおいても対

応していきます。また、インドネシア経済の発展に伴い、更なる

賃金・物価の上昇も懸念されますが、当社の海外最大拠点で

ある NSI は、引き続き高成長を見込める東南アジアの需要を

取り込んでいく最重要拠点の一つです。既に今後の紙おむつ

の需要増を見込みアクリル酸の 3 基目は建設中であり、高吸

水性樹脂の増設を今後いつ意思決定するのかを見極めること

が重要です。更に当社が注力しているファインケミカル製品に

ついても、潜在需要は十分あり、どのようなタイミングでどのよう

な製品を立ち上げていくかを検討していきます。 

 



 

- 10 - 

 

 サステナビリティへの取り組みをグループ内で進めています。

各拠点での特徴的な取り組みを紹介します。NSIでは「学校の

設立支援」や「奨学金の支援」といった教育関連の活動、「近

隣自治体への支援」や「マングローブの植樹」などの SDGｓに

繋がる活動を行っています。 

 

 

 また、インドネシアは女性の社会進出が進んだ国であり、NSI

では、女性オペレータの採用がスタートしました。 

 

 以上、いろいろな視点でお話をさせていただきました。やや

雑駁になりましたので、最後に本日のポイントをまとめさせてい

ただきます。 

まず、ビジネスチャンスとしての魅力ですが、経済成長への

期待があります。中間所得層の増加、就業人口の多さ、あるい

はハードインフラ需要への期待、または天然資源の豊富さ、さ

らには日本企業にとり会社運営のやりやすさに繋がる国民性

であることといったようなことが挙げられます。 

一方リスクとなり得る懸念点ですが、ロジスティクスやユーテ

ィリティ等のハードに加えまして法制度等のソフト、これらのイ

ンフラ整備が不十分であること、あるいは行政面での不透明さ

があること、賃金・物価の急激な上昇の可能性があること、これ

らは認識しておく必要があるように思います。 

 

 しかしながら、ハードインフラ・医療面でのリスクは中長期的

には改善される方向であること、ソフトインフラ・治安面でのリス

クでは政府が改善の努力着手中であること、あるいは政治リス

クは民主的な選挙が行われており安定していることなど、これ

らリスクは改善していくと思っております。 

 さらにチャンスとしての「市場」・「労働力」・「資源」は豊かで

あるということから、当社としてのインドネシアの今後について

は、チャンスはリスクに比べてはるかに大きいとポジティブに評

価し、伸びるあるいは伸ばすべき拠点と位置付けております。 

 以上長時間お付き合い頂きましたが、本日の公演が僅かで

も今皆様のご参考になることを祈りまして、私の公演を終了さ

せていただきます。ご静聴ありがとうございました。 

（終了） 


